
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健通信 ２０１９.1２.４  第８号 

大阪府立長野高校  保健部 

急な冷え込みに体育館横の大木、楓(ふう)の木が一気に紅色へと色づきました。気温も低くなり、空気が乾燥す

るとインフルエンザの流行が気になります。大阪府内の小中学校では、学級閉鎖をしているところも増えており、

本校でもインフルエンザ罹患者が数人出ています。金曜日からの期末テストは、万全な体調で臨めるよう、感染予

防・体調管理をしっかりと行いましょう。 

かぜと違って、インフルエンザは急激に症状が出ま

す。また、関節痛や筋肉痛などの全身症状が出るこ

とも特徴です。 
 

現在使われているインフルエンザの治療薬は、48

時間以内に使用することで、回復が 1 日早くなる

そうです。ただし、インフルエンザの迅速検査は発

熱後、12 時間以上たたないと正しい結果が出ない

とされています。 

インフルエンザが疑われた場合は、発熱したタイミ

ングを考慮して受診することをお勧めします。 

※インフルエンザと診断され、学校を欠席した人は、 

「出席停止」となります。必ず、病院の診断書、又は、

学校指定の「意見書」を提出して下さい。 

予防は、一人ひとりのこころがけ 

集団生活の場では

「かからない」 

「うつさない」 

という、 

一人ひとりの意識

が大切です！！ 

 

 


